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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月21日(2010.5.21)
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【補正対象書類名】明細書
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【補正の内容】
【００５６】
濃縮
　本発明の好ましい形態では、本方法は分散液の濃縮を含む。濃縮は、様々な公知方法の
いずれかによって実施することができる。非イオン界面活性剤が安定化に使用されている
とき、濃縮は、熱濃縮プロセスを開示しているマークスらの米国特許第３，０３７，９５
３号明細書、ホームズの米国特許第３，７０４，２７２号明細書、ミウラらの米国特許第
６，１５３，６８８号明細書に開示されているように好適にも実施される。熱濃縮では、
分散液は、非イオン界面活性剤の溶解度が用いられる条件下でより低い温度に、すなわち
、「曇点」に加熱される。この温度は第一に、用いられる非イオン界面活性剤のタイプ依
存するが、それほどではないにせよ、非イオン界面活性剤の量、分散液中の他の物質の存
在、および固形分含有率をはじめとする因子でもまた変わる。曇点への加熱は、高固形分
濃縮下相と非常に低い固形分上相との相分離を生成するために用いられる。これらの相は
、上相をデカンテーションすることによって通常は分離される。疎水性アクリル共重合体
分散剤などのアニオン性高分子電解質分散剤が安定化のために使用されているとき、濃縮
は、ジョウンズ（Ｊｏｎｅｓ）に付与された米国特許第５，２７２，１８６号明細書に記
載されているように高い酸含有率のアクリルポリマーの添加によって実施することができ
る。当該技術で公知の他の濃縮法を必要ならば用いることができる。好ましくは、濃縮分
散液は約２５～約７０質量％の固形分含有率を有する。
　以上、本発明を要約すると、下記のとおりである。
１．安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリマー分散液のフルオロ界面活性剤含
有率の低減方法であって、
　対イオンを備えたアニオン交換基を有するアニオン交換樹脂の固定床を提供する工程、
　少なくとも幾らかの該対イオンを非フッ素化アニオン界面活性剤の対イオンと置き換え
るために該アニオン交換樹脂を処理する工程、および
　該安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリマー分散液をアニオン交換樹脂の該
固定床に通す工程
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を含む上記方法。
２．少なくとも幾らかの対イオンを非フッ素化アニオン界面活性剤対イオンと置き換える
ためのアニオン交換樹脂の処理工程が、該アニオン交換樹脂を、安定化フルオロ界面活性
剤含有水性フルオロポリマー分散液と接触させる前に、該非フッ素化アニオン界面活性剤
と接触させる工程を含む上記１に記載の方法。
３．少なくとも幾らかの対イオンを非フッ素化アニオン界面活性剤対イオンと置き換える
ためのアニオン交換樹脂の処理工程が、安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリ
マー分散液をアニオン交換樹脂の固定床に通しながら実施される上記１に記載の方法。
４．非フッ素化アニオン界面活性剤が、安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリ
マー分散液中に存在する上記３に記載の方法。
５．非フッ素化アニオン界面活性剤に相当する酸のｐＫａ値が、フルオロ界面活性剤に相
当する酸のｐＫａより大きいかまたはそれに等しい上記１に記載の方法。
６．安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリマー分散液が、約１５～約６０質量
％の固形分含有率を有する上記１に記載の方法。
７．安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリマー分散液が、約２５～約５５質量
％の固形分含有率を有する上記１に記載の方法。
８．安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリマー分散液が、約３５～約５０質量
％の固形分含有率を有する上記１に記載の方法。
９．分散液を濃縮する工程をさらに含む上記１に記載の方法。
１０．濃縮工程が、約２５～約７０質量％の固形分含有率を有する分散液を生成する上記
９に記載の方法。
１１．安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリマー分散液が、安定剤として非イ
オン界面活性剤を含む上記１に記載の方法。
１２．非イオン界面活性剤が、分散液の質量を基準として約１～約５％の量で存在する上
記１１に記載の方法。
１３．安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリマー分散液が、安定剤としてアニ
オン性高分子電解質分散剤を含む上記１に記載の方法。
１４．フルオロ界面活性剤含有率の低減工程が、濃縮工程の前に行われる上記９に記載の
方法。
１５．安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリマー分散液をアニオン交換樹脂と
接触させる工程が、フルオロ界面活性剤含有率を約３００ｐｐｍ未満の所定のレベルに下
げる上記１に記載の方法。
１６．安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリマー分散液をアニオン交換樹脂と
接触させる工程が、フルオロ界面活性剤含有率を約１００ｐｐｍ未満の所定のレベルに下
げる上記１に記載の方法。
１７．安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリマー分散液をアニオン交換樹脂と
接触させる工程が、フルオロ界面活性剤含有率を約５０ｐｐｍ未満の所定のレベルに下げ
る上記１に記載の方法。
１８．アニオン界面活性剤を用いる処理工程が、アニオン交換サイトの約０．０１～約６
０％をアニオン界面活性剤対イオンに変換する上記１に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリマー分散液のフルオロ界面活性剤含有
率の低減方法であって、
　対イオンを備えたアニオン交換基を有するアニオン交換樹脂の固定床を提供する工程、
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　少なくとも幾らかの該対イオンを非フッ素化アニオン界面活性剤の対イオンと置き換え
るために該アニオン交換樹脂を処理する工程、および
　該安定化フルオロ界面活性剤含有水性フルオロポリマー分散液をアニオン交換樹脂の該
固定床に通す工程
を含む上記方法。
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